

































倫的―歴史的世界は、偶然や恣意に委ねられている（die vom Menschen 
hervorgebrachte und von seinem Willen abhängige sittlich-geschichtlich Welt 






の領域においては、一致している（Sein und Geltung（Sollen）fallen in der 
Sphäre der Naturgesetze zusammen）」（Ebd.,S.109.）のである。
しかし、法の法則は、自然の法則のように、「絶対的（absolut）」なも
のではなく、「存在と妥当が、ここで、崩れる（Sein und Geltung hier 
auseinanderfallen）」（Ebd.,S.109.）のであるという。というのは、法の法則は、
「人間に『由来』するものであり、それは人間の意志や意識に依存している（ein 





Masstab dieser Gesetze nicht mehr nur ausser uns,sondern in uns liegt）」
（Ebd.,S.110.）と述べている。さらに言えば、「法の領域において、法則（法
の法則―引用者注）は、その証明を、それが存在しているということではな
く、それが知られ、意欲されることの中に持つ（in der Sphäre des Rechts 
hat ein Gezetz seine Bewährung nicht in seinem Sein,sondern darin,dass es 



































工的』な社会のみが、市民を、服従へと義務づける（nur eine im strengen 















Innerste des Menschen《,die Freiheit als》Einheit seiner mit sich《zur 
Grundlage des Rechts erhoben）」。「従って、自然などに対立して、自然に
移した神の意志に対立して、人間に『無限の強さ』を与えたのである（ihm 






















































（Das Recht ist nicht die 


















































































持つからである（Denn die Diﬀ erenz zwischen bürgerlicher Gesellschaft und 































共に、societas civilis（市民社会）という呼び名も、放棄する（gibt Hegel 
mit dem traditionellen Namen des Naturrechts auch den der bürgerlichen 
Gesellschaft（societas civilis）preis）」（Ebd.,S.123-124.）。つまり、ヘーゲ









Individuum《und seine Bedürfnisse,Triebe und Neigungen mit der Ableitung 











可能になる（wird es Hegel möglich,jenes》System der Bedürfnisse《als die 



























































































































えようとする主体の『特殊性』の権利（Das Recht der Besonderheit des 
























































（１） Manfred Riedel,Natur und Freiheit in Hegels Rechtsphilosophie.in.:Materialien zu 








な行為 free action を決定する法律は客体（客観）的であるべきである、ということが
自由な行為の一条件であるならば、この客体（客観）性は克服されるべきである、と
いうことが自由な行為 free action の一条件である。この目的のためには、理論的理解






外面的 outer であったものを、あるいはそれ以上に、思惟活動 thinking としての主体
に対立するものであったものを、こうして内面的なもの inner にすること、あるいは、
客体（客観）的であったものを主体（主観）的なものにすること、このことは法律
を習俗規範性（人倫）Sittlichkeit として実現することへの意思 will の不可欠な寄与
である」。M・B・フォスター　永井健晴訳『プラトンとヘーゲルの政治哲学』144－
145頁（風行社、2010）。

























































（18） Ebd.,§184 Zusatz,S.340-341. 藤野／赤沢訳・前掲注（５）93頁。ヘーゲルは、次
のように述べている。即ち、「市民社会においては、特殊性と普遍性とは離れ離れ
になっていながら、それでもなお両者は、相互に結びつけられ、相互に制約しあ
っている（Indem in der bürgerlichen Gesellschaft Besonderheit und Allgemeinheit 












（25） G.W.F.Hegel,Werke 1,Frühe Schriften（Frankfurt a.M.），1971,S.205. ヘルマン・ノ
ール編　久野昭／水野建雄訳『ヘーゲル初期神学論集Ⅰ』242頁（以文社、1973）。
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